
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
を
目
指
し
、
政
府
が
全
国
に
緊
急
事
態

宣
言
を
発
令
し
た
こ
と
で
様
々
な
経
済
活
動
の
停
頓
が
表
面
化
し
た
。
資
材

関
連
分
野
で
は
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
が
工
事
現
場
の
閉
所
を
相
次
い
で
発
表
し

た
こ
と
で
、
準
大
手
、
中
堅
ゼ
ネ
コ
ン
は
も
と
よ
り
、
下
請
け
、
孫
請
け
、

さ
ら
に
は
一人
親
方
に
つ
な
が
る
様
々
な
建
設
関
連
業
者
の
作
業
休
止
が
ド

ミ
ノ
的
に
波
及
し
て
い
る
。
感
染
者
数
の
推
移
次
第
で
は
５
月
の
大
型
連
休

明
け
ま
で
に
限
定
さ
れ
て
い
る
非
常
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
。
工
事
停
止
に
伴
い
資
材
の
動
き
が
停
滞
し
、
関
連
資
材
業
者
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
。

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
の
社
員

　

こ
と
、
政
府
が
相
次
ぐ
緊

に
と
ど
ま
ら
ず
作
業
現
揚

　

急
事
態
宣
言
を
発
令
し
た

で
の
労
働
者
は
新
型
ゴ
ロ

　

こ
と
で
、
作
業
所
を
閉
所

ナ
ウ
イ
ル
ス
（Ｐ
Ｃ
Ｒ
）

す
る
企
業
が
相
次
い
で
い

検
査
で
陽
性
反
応
が
出
た

　

ろ
。

　　　　　　　　　　

な
か
で
も
、
規
模
の
大

　　　　　　　　　

き
さ
は
と
も
か
く
も
国
、

″
〃

地
方
公
共
団
体
が
施
主

　範

に
よ
っ
て
は
一
人
親
方
に

よ
う
に
工
事
現
場
の
閉
所

頼
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
日

　

を
決
断
す
る
と
こ
ろ
が
あ

給
・
月
給
で
契
約
す
る
労

　

る
ほ
か
、
作
業
労
働
者
に

働
者
に
と
っ
て
は
日
々
の

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
で
陽
性
判
定

　

認

収
入
が
減
る
こ
と
に
な

　

が
出
て
作
業
の
一
時
停
止

る
。
人
情
も
絡
ん
で
作
業

　

に
追
い
込
ま
れ
る
と
こ
ろ

の
停
止
を
軽
々
と
宣
言
し

も
あ
る
。

に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
る
と

住
宅
建
設
の
場
合
、
施

い
う
。
こ
う
い
う
人
た
ち

　

工
継
続
と
い
う
ケ
ー
ス
が

に
と
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

多
い
。
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
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大型主事休正憲労働轟資材低迷鰹波及

住
宅
受
注
も
陰
り
表
面
化

の
よ
う
に
５
月
ｍ
日
ま
で

可
能
な
限
り
工
事
現
場
を

（発
注
者
）
と
な
る
公
共

要
地
域
の
都
市
開
発
や
夕

に
よ
る
作
業
停
止
は
死
活

事
業
で
は
、
発
注
者
の
意

　

ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
が

　

問
題
だ
。

作
業
所
に
よ
っ
て
工
事
の
継
続
・中
断
の

判
断
が
分
か
れ
て
い
る

｝醜

　

　
　
　
　　

建
設
現
場
環
境
に
そ
ご
が

生
ま
れ
な
い
限
り
事
業
は

継
続
す
る
。

問
題
は
、
こ
う
し
た
状

況
が
長
期
化
す
る
こ
と
で ゴ

ー」滋
納嫌
い
ｏ

け
て
来
年
か
ら

再
来
年
に
か
け

た
需
要
が
極
端

に
減
少
す
る
可

能
性
が
高
い
。

対
面
営
業
の
回

避
や
、
予
約
者

に
限
定
し
た
モ

デ
ル
ル
ー
ム
運

営
な
ど
住
宅
営

業
者
等
の
活
動

範
囲
が
極
端
に

狭
め
ら
れ
る
こ

３
月
か
ら
住
宅
受

注
額
も
一段
下
げ

、大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
の

月
間
受
注
動
向
（金
額
）

を
見
て
も
昨
年
３
月
を
境

に
受
注
額
は
前
年
を
下
回

る
会
社
が
相
次
い
で
い
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が
、
戸
建
て
注
文
住
宅
は
得
が
可
能
か
ど
う
か
だ
。
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設
業
者
等
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注
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ま
っ
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い
る
た
め
、
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発
注
者
は
個
人
が
大
半
な

ゼ
ネ
コ
ン
等
が
か
か
ゎ
る

る
会
社
が
相
次
い
で
い
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賞

者
の
意
向
を
待
つ
段
階
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
工

　　

建
物
の
完
成
に
は
空

　

た
め
、
建
築
現
湯
の
労
働

　

大
型
物
件
は
竣
工
が
数
年

　

る
。
同
月
は
消
費
増
税
適

　

緊

　　　　　　　　　　　　　

ゼ

　

ネ

　

コ

　

ン

あ
る
。

　　　　　　　　

事
中
断
は
手
痛
い
。

　　

調
、
配
線
、
水
管
ほ
か
総

者
に
感
染
者
が
出
な
い
限

後
を
見
込
ん
だ
も
の
が
大

　

用
経
過
措
置
の
た
め
の
駆

　

同
ｍ
冴
台
の
マ
イ
ナ
ス
、

過
し
て
、
受
注
の
減
少
傾

セ
メ
ン
ト
、
鋼
材
・
砂

　

首
都
圏
で
は
東
京
オ
リ

　

ゼ
ネ
コ
ン
を
頂
点
と
す

合
設
備
工
事
会
社
の
分
野

り
作
業
は
続
け
る
会
社
が

　

半
だ
。
し
か
し
、
こ
と
住

　

け
込
み
で
前
年
同
月
比
２０

　

３
月
に
な
る
と
２５
～
綿
冴

向
が
本
格
的
に
な
っ
て
き

利
や
型
枠
、
矢
板
な
ど
の

ン
ピ
ッ
ク
関
連
工
事
が
一

　

る
建
設
請
負
制
度
は
下
請

が
欠
か
せ
な
い
が
、
新
菱

多
い
。
分
譲
や
貸
家
は
施

宅
建
築
と
な
る
と
相
談
、
那
強
の
増
加
が
あ
っ
た
も

近
い
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
会

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

土
木
資
材
・
電
線
・配
管

段
落
し
た
と
は
い
え
、
主

　

け
が
幾
重
に
あ
り
、
職
種

冷
熱
工
業
や
ダ
イ
ダ
ン
の

　

主
が
企
業
の
場
合
で
は
、

契
約
、
着
工
、
完
成
に
向

　

の
の
、
今
年
２
月
ま
で
は

　

社
も
出
る
な
ど
１
年
を
経

ら
れ
る
。
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込
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だ
も
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が
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用
経
過
措
置
の
た
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同
ｍ
冴
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の
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過
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、
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全
般
に
資
材
流
通
量
の
減

機
材
、
住
設
機
器
、
建
材

態
に
な
る
。

少
が
見
込
ま
れ
、
供
給
側

の
調
整
力
も
問
わ
れ
る
事


